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太平洋戦争販のマレー民族主義運動 (I)

一一定興民族灘動指導者の座標から一一

はじめに

I 太平洋戦午前におけるマレ一定明i民族主義n波長

II K手洋戦争1対戦前後における fマレー青年連盟！，

と！司木とプ〕接触

（以上，本号〕

ill 軍政下の1，：私、対策： 1942年4月～1943年3rJ 

IV 軍政以下ゾノ氏折、対策： 1943年4刀～1945年 3.門

V 「クゾス l常if,:!)

r¥ ,:・ vご｛にヌ

はじめに

第2次大戦前の「複合社会」マラヤでは，植民

地支配体制に対！ff，代置されるべきナショナノレな

政治共同体の理念は育ちにくかった。マレー系社

会では，イギ I｝三の統rfi下で伝統的支記層が温存

され，大衆は各@1教士侯州、！の伝統的社会に封じ込

められたため悦 I），反植民地体制的な政治意識と

政治運動がマし一系左翼民族主義団体の形をとっ

て現われたのは，ょうやく 1930年代末のことであ

った（注幻。

もっとも，ソレ一系社会の自己認滋iこかかわる

運動という意味でのナショナリズムの前期的段階

は，今世紀初頭から回教改革主義の鼓吹とU、う、

一義的には宗教的な運動から始まり，その延長と
セキュラー

してマレー土着伝統的社会の改革という脱宗教的
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な社会教脊的運動の発展という方向をたどり，

1920年代から植民地支配体制の部分的批判とい

う，主に伝統的支配膳出身の西欧的教育をうけた

マレ一人官僚，専門職業者層の体制内的，神i進主

義的な政治運動が育ちはじめ司その組織が正式に

州、l単位の「マレ一人協会」（MalayAssociation）と

して成立したのは1938年のことであった(i,::l . 0 

こうして， 20世紀初頭から1930年代末までの聞

に，マレ一社会に怯，まず回教改革派グループ。

ついで，いわば脱宗教的グループ。として英語教育

を受けた官僚・専門職業者グループとマレー語教

育を受けた左翼グルーフ．の二つ，都合三つの主要

な流れが，マレー・ナショナリズムの成長過程に

出現したっマレー左翼クソレープは，全マラヤのひ

ろがりにおけるマレー人の統ーという意味でのナ

ショナルな意識を備えた最初のマレ一人政消団体

であった。こうした第 2次大戦前のマラヤにおけ

るマレー・ナショナリズムの起源については，ラー

ヂィン・ス ffレノの鍬入れ的労作を引き継L、でよ

り詳細に解明したウィリアム・ロフの著作 The

仏ぼinsoj"λlalay Nationalismがあるが、大平

洋戦争期まで足を踏み込んでいない。そして，太

平洋戦争中にマラヤのマレ一入社会の民族主義運



Ⅰ　太平洋戦争前におけるマレー左翼民族主義の成長
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動において，開戦前後における日本側との接触以

降，もっとも積極的に行動したのは，マレー左翼

グ、yレープである「マレ一吉年連盟」 (Kesatuan 

Melayu Muda) C注4〕であったと思われる。そこ

で，以下において，主に太平洋戦争直前の1938年

に「マレー青年連盟jが結成されてか「〉太平洋戦

争終了までの期間について，マレー左翼民族主義

運動リーダーを座標にしながら，マレー民挟主義

運動を日本軍政との対応の文脈で分析する

U-t I) jc)ドイ言 P 「マラ γ｛波i合指導計一一 マレ一

系を中心 （ j ＂＇.，」つの｛ I;_，.＇｝；トjぷふj （『ア〆，－ff；斉』

；沼6巻t再6,j- 1965'<!') 2ベーシ。
(IU) 第2次大戦前山マラ γ ・シンゾfボーノしのマ

レ一人！＼＇.｝；＼＿：＿ l議運動につト－－＝' t （欠の主要／jf！泊、jヲる。

(flJ{i甘いい Silcock,T. 11. and Ungku Abdul 

Aziz，“Malay Nationalism，＇’ in W. L・Holland

(ed)., Asian Nationalism and the West, New York, 

1953, pp. 269---346; Radin Soenarno，“Malay Natio-

nalism, 1900 -1945，＇’ Journal of So誕theastAsian 

History, I I¥larch, 1960, pp. l 28; Usha Mahajani, 

The Role of Indian Mino門tiesin Bu門naand 

A1alaya, Bombay, 1960; Ro任， William,The Oi・igins 

of Malの’人アatio舟alism.New Haven, Yale Univer-

sity Press, l¥lfi7. 

太平日戦＇ f,JI'! J) I 1本J _. •， γ軍政政策。ゴ の労

作としてl土，

ltagaki, Y oichi，“The Japanese Policy for Malaya 

under the Occupatio凡” m K. G. Tregonning 

(ed.), l'，ψers on Malayan I-fistory, Singapore, 1962, 
pp. 256-267; Akashi, Y oji，“Japanese :vlilitary 

Administration in Malaya，＇’ .4sian Studies, Vol. 

VII, No. 1 (April 1969). 

（注：， ) Roff, op. cit., Pl】 235-247.

（注4) Radin Soevarno. op. cit.; Ro任， of>.cit.; 

Ibrahim bin Haji Y aacoh, Sejarah dan Perdjuan-

gan di Malaya （『マラヤJ〕歴史と械や』）， Jogjakar-

ta, 1951; Ihrahm bin Haji Yaacob, Sekitar Malaya 

1¥1.erdek’a （二 onFree I¥falaya;, Bahagian l》ener置ト

gan, Kcsalnan Malaya l¥lerdeka, n. cl. 

ぷ寸ー洋戦争It月「マレ一民族主主凍中！？

I 太平洋戦争前におけるマレー左翼運

民族主義の成長

「マレー育年連盟」は，今世紀10年代後半に植

民地政府が「農村重視」の方式でマレ一語系小学

教育制度を改革し、その関連でマレ一語小学教員

総成のため， 1922年にペラ州南端のタンジョン－

f リムに開設したスルタン・イドリス師範学校の

誕生にさかのぼる.il.1）。この師範学校の学生は‘

競争試験により，マレー農村のマ ）／一語系学校か

ら選抜されたもので，その大半は農民，漁民の子

弟であった。その点でこの師範学校は，伝統的マ

Lー支配層の子弟を英語で教育する「マレー・二T

しじ＇ （注2）とは対照的だった。｜可肴に共通す一ゐ特

徴は，マレ一半島の異なった地方出身の学生が，

学校生活を通じて，共通の，いわば汎マレー的な

主識を植えつけ「〉れる機会をも－）たことである

"E:l ! 。

との1920年代のマレ一政治社会史的意義は，そ

れまでの回教改革主義者の，一義的には宗教的な

運動がら，中東の大学でインドネシアの留学生と

組んで反植民的体制的な思想活動を展開し悦o,

次の1930年代の政治的なナショナリズム運動の展

開へ緒ぶ過渡的段階だったことである。

干14時，インドネ乙アでは，寸弓〉ダ植民地体制

顕覆をはかる組織的な暴力行動の形で政治的不満

が爆発しようとしていたが〈注5）＇スルタン・イド

IIス師範学校の学生iま，このイ〉ドネシアから大

きな影響を受けた。師範学校の教科書自体が第

1次大戦後インドネシア語文献の出版活動を盛ん

に行なった蘭領東インドのパヲイ・プスタカが出

したさまざまの分野の教科書を輸入したものを使

用した惟6）。バライ・プスタカを中心に盛んにな

ったインドネシア国語改良運動と，それと表裏一
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白己改良団体等小マLー；Iiじ..ヤー十 I）ズム司H, Lて進展した fL ドセシアJコインご，・ IJ RI校主詫

マレ一人大衆的：；！flとL、J 、た同jきはあったが（出｛）〕，込奇＇z;ViJう γのマ L一司法主丹市-{';-u)l波間的l,f,・t)Jit,

ひたすらに伝統的支配層の指導を受身に待つ:t. にスルケン・イド I）ぇi河範学校関係者iこ強く影響

；：日、けであマ 1た。当時のマレ一人 A般大衆の理解しよ二(i)7》〉

イイラ 1：ム・ 1：・・：，，・ y、シ・ γー：－／；上、 どは‘メms日t寸tcL、;j,v.）＞ る「政du戸、寸－;j l i王、19:291f 

［政府J）政策決定iを立味した。マレ一人向、F
苫

T
V）
 i
 

i二，i己4パイシドネシ，＇ j）代か r,:i "fl伺の：｛E'宇中i二、

b長｝義jlliがJ(こI，＇付近されて， こうした意味での政治に治名大衆の実感としヲ γ守 ι11,]fJ;:vlii五到J

支配f'iーから処罰されかか,t,:J 子n、をj＼－）ことi土，:I'. lliPHしようとすゐ約：rir，の学生ザループの指導

るか．しドどいおとがめのあるおそjLがあ J ) fこ＇＇＂ II•,,こ山勺、，t--・・f（よ， I記官，ti点 fL ：、のri－どなぺf二、

という.F：識とぺ！いう，吉味で IJi際をわきまえるJt I、
一

: iンゲ・ジャリjぺJ I ,1 ：，，ゲ・スノトラ」

がハ一人被治者大衆 （ ,S,•. ；隼tr1青 q 士 ~＇； d， て1 を支') jこ青年運動にならって， Belia'.¥1alaya ( －，・二円→日i

-Jニ政治文化の雰囲気の中にあったゆえに， 19:¥8

配してL、たのが当時の現実だ F Iたのである。1 －フう仁ム

rt，平業後ノ；ハン州の小学f教員生活全経－－~l!J:lMf

代才ユ；f'＇こケアヲ. 1> > ；＇ールグ）腎記ミヴ：松山 Jレー

i｝三を志llJ；、 j;:, ,' Lーぷ）とFふしfこ十，J8 l_, 

西洋風の教'R＇をそ（ t"Iニに γ し一半J白（0 l:::f:失｜判に、

三保守的な伝統的TI）ート出身の指導者を裁く町

li:C刊の必然たる政治団体である「♂レ一人協会J

! ~！山

勺ll寺

ifit:/ Tし／こγ レーへの教育的‘経済1/Jfi',Jl：を論じる

マし－，；を文芸ili1iJJ；ニ従事L.;m教内Ii!:::t;. 1)' 

ケ了ラ・叶：〆イー，•l 支 filli，とL ・ノレ〆 Jiv＇） 会j

イ寸弓ヒム「〉忠、ijl;青年ゲ，，ーフ；土， ij'.

1ミハ，H・11ri1を具体化し亡左翼政党を結成することに

t古λ切る白f百をも－，たわけである l・n,:,,.,__ 

:tじめて，二二 δn議論yトノ、ツ

ば植民地が，Jtc 1Jす’与に之Lヤ引に

｛／）会｛；－，こ傾をi'liしていたが，

:¥-けした政治的，

イ7、ラヒムのよ指導層は．・/ l-ー青年連盟

イワ、ラヒム山友人（／）中i二：J

Ii司4誌の不満を！長仁てし、る急進、ァレ一民政主義tiが

,1,, l；.から寸三あ J ) fこρ

fラゲチをJ.id：えfこ

セ，， •f ＞農林学校、

ア弓.., > -,--1しの工業学校関係者ーその他ジャー

ケ:, tc師範学校i'l1身の教員、

二iL「γ1し一人志i主的十乙：1 トI_J -,, ＇、しヵ、し、

「マレー育

fイラヒム向身によれば‘外

十：1ζ トなどで構成されてレfこ＇iLl40 

年連盟｜の目的は、

：う 1 I）マ手i、・11づ♂）

表現を借りるなじば，彼：＼の運動は F近代的t:c組

織作りの技術に J 山、ての知識のマソイーも・／； I）スマ

が当時ITT.面した真の問題i土，

Ir'! ,1) 何／（民地支配かム脱して独立マ弓ヤを建設し‘

'._ ；！，， 泊 ），＇.， 後に｜｜｜英領マ弓ヤと蘭領東｛＞ Iごを政治的

に統什して東南 γジ－， （／）大同として円｛「ンドネ

;fill.－》たフト；で、kを起ぞろとの点火ガラスもなしに，

いう試みもIi司然／二‘ J 》た I，汁 9) !::: ＼、う点であるすす

マl-- ＞）・．ラヤ、f を.）くシY,7ヤ、i tn、し大体依当時のマラヤのマL一入社会は，なオ〉ち，

当時の？ l-

「マレー青

しカ込し，I）ヒ；fることであ＇）六二； it.IS: 0 然土して伝統的な社会関係が支配的な農民社会で

一社会の政治文化の雰問気の中では司それぞれのマレ政治文化の面から三え，::f,あり，

if連盟I:n政治的信条は大多数のでし一人にと.，伝一士侯国とそのスルヲンに対する個別主義的，

今世紀'.20年代までので L一人十！：

Kaum l'viudaのイ会における凶教下士会 υ革新1IK

て急i主的に過ぎ．既存の権威に黙／、て眼従する態

r-ftが線深く，体質化していた。 19:10:ff.f＼：：；寸.；－：主で
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Ⅱ　太平洋戦争開戦前後における「マレー青年連盟」と日本との接触（以上，本号）

Ⅲ　軍政下の民族対策：1942年４月～1943年３月

Ⅳ　軍政以下の民族対策：1943年４月～1945年３月

Ⅴ　「クリス運動」

結びに代えて
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メージに結びつくものであった佐川。 「マレー青

年連盟」自身も秘密裡iこ活動する態度を寸てよう

とせず， ケアヲ・ 1レンイ－1,以外に経織を拡大す
る能力も資金もなかったので，党員数もせいぜい

200～300にとどまったと推定される市17）。

( ii: 1 ) Roff, op, cit.、pp.l'.?6 177. 

Memorandum on The Sultan Idri目g Training 

College and !Malay V ernacul山・ Education, Endo-

sure No. 1 to Federated Malay States Despatch 

No. 344 of :io May, 19:l i，ο） 273-574 K'.!09-1 
（注2) lミo丘、 op.cit .. pp. 100-112. 

（注3) !/,id., p. 14,l. 

（注4) Ibid., pp. 87-90. 

Ot 5) 1920年代日）インドネシア民族主義運動につ
いては，次、 i：要持「I'；）、札 J.,0 Bevda, H川 γy,The 

Crescent and the Rising Sun, The Hague, ¥V. van 

Hoeve Publishers Ltd., 1958; ＼’an Niel, Rohert, The 

Emergence of TheルゐdernIndonesian Elite., The 

Hague, W. van Hoeve Publishers Ltd., 1970; 

McVey, Ruth. The Rise of Ind，何回ian('ommu・ 

nism, Ithaca.ι・ornell Univ Prむss,1965. 

（沈6) Roff, 01り cit.,pp目 145,155. 

( ii 7 ) Ibid., pp. 222-225. 

。々A者♂ fイペヒ J、・ピソ・ハ J・ャー " c! （主 だの
名を D円 Isl、‘：mdarKamel) .・: 十曲it室、 Hl7:1 q三 J, 

ジャカ，v

Ci主8〕 Ro任， op.cit., p. 172 

Ci主的 Ibid汁 pp.229-230. 

（注IO) Ibid., pp. 178 '.?10, '.?12---221 

〔i主11) !!,id., pp. 217 -'.?1氏

〔i.tl:2〕 ！hid.,pp. 23;i-U7. 

（注1:1〕 ！hid.,p. 230. 

(itl4) Ibid., p. 231. 

（注15) !/>id., pp. 232 ＇.！川

（注16) J/,iJ, pp. 56 90. 

（注17) Ibid., p. 234. 

II 太平洋戦争開戦前後における「マレー

青年連盟Jと日本どの接触

「マレー青年連盟」を1938年に結成してその会長

ぷ平洋戦争期l P し一民族主主，，）引，.；

となったイブラヒムは， 1940年から41年にかけて

マラ γ各地をド1]:1、マレ一語学校教師・学生の1司

桔を図った。二の動きは， 1938年半ゴ以降「マ L

一人協会Jが各州に次々に結成されていくのに対

抗して，マレー語教育の背景をもっマレー急進派

内強化・拡大全意同したものと解釈できる。この

情果、《ペラ川マレー青年》（BeliaJ¥ lelayu Pera k ¥ 

《ポンドク回教学生団体》（ペナン，ケダ〉，《ケラ

Lダ乙州、｜マレー脅年》（BeliaMelayu Kelantan）が

発足した。イイラヒムはまたp パy、ン州で華僑‘

インド系住民の政治活動家と接触し，さらにムサ

・アフマッド（MusaAhmad），アブドウラ・シヂィ

人ι＼hdullahSidi＼弓シド・ムヒ子ィーン（Rashid

J¥luhirleen），シヤムシア・ノfケ（SyamsiaPakeh l.ラ

ソ（Lasso）などのマレ一人共産党員とも知り合〆〉

た（注1〕。

三円マレ一半島仔J也の旅行の問に、イブラじム

（土， 1940年末，東海岸トレンガヌ＋！・Iの鉄鉱山山町

ドゥングンのレスト・ハウス（政府経営のホテル）で

同地の日系鉱山会社の日本人目1］支配人から， ~／ ι 

-if ,Jsール在住の石川に会うよう示日をされた。二日..Jl

年春，イヅラヒムは，シンガポールで，岡市ノ、ィ・

ストリートでゴム仲買の事業を営む石川と，さら

にfi川を通じて同盟通信社の乙ンカ、ポール特派員

飼手付四位2)( 1' P弓ヒムには’l'eKai Teとヤろず1

で知られていた〕（注3）と接触し，この線を通じてシ

ンガポーノレの日本総領事館筋から反英宣伝の目的

でマレ一語紙を経営するため＇..？ 7:i5000海峡ド，，の

資会内提供を支け，まず手渡された2万ドルで、同

年8月に『ワノレタ・マラヤ』紙をアラブ入所有者

から譲り受けた（注4)。日本側の怠図は，開戦J三（耐

え，マレ一半島の軍事情報を得る J＼， ートを開拓す

ることで，総領事館書記生に姿を変えていた鹿児

島陸軍少佐とシンガポールの同仁病院の河野医師
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（やはり参謀本部から派遣 i与jL口、た.l::＼、われる〉が伸

ばしごいた触手にイブラヒムがケ／チしたわけで

ある。

イブラヒムは， 1941年半ばまでに，インド人や

華僑の聞に日本と協力しようという秘密裡の企て

があるという噂を聞いていた岨5）。事実， 1941年

初め，駐タイ日本大使館付武官の田村大佐は，パ

ンゴヴヴで「インド独立連盟jのつ， 1）タム・シン，

fマーノレ・シンと接触してし eたc 1，司年7月末，東

J；（の大本営陸軍部第八諜のf"J松小佐がパンコック

に赴さ，回村大佐と会談した際，悶村大佐から（1)

シンガポーノレの華僑の聞に反英運動を起こさせる

工作を試みていること，（2）「インド独立連盟jを

通じる工作が進行していること，（3）マラヤ在住の

fl系人で当時7 レ一半島東溺j干：で：'3000人の匪賊の

ほ［flとなり， ［ハリマオ い’ L ;:,11で虎の意）と

して知られている谷豊と L、う吉年と接強し，神本

手IJ男という工作員を通じて， tI事の｜深iこはマレ一

人に対する宣伝，英軍に対する謀略に使おうとい

う計画があることを知らされた惟6）。他方，すで

に述べたように， 1941年春に日本側は，シンガポ

ールで「マレー青年連盟iに接近L，マレ一民族

主義者と関係を樹立し，マレ一人の独立に支持を

与えたいという意向を明らかにしたっこの際，日

本側は，すでにマラヤのマレ一人以外の民族グル

ープと関係があり，日本がマレー人に望むのは，

日本軍がマラヤに上陸した暁にマレ一人が日本人

と戦わないことだけであり，マレー人の独立も将

来与えられるはずだ，と言明した（注7）。

門松中佐は，上記の田村大佐の情報を東京の大

本営へ持ち帰り，その結果、 9月18汁；こ第八課の

藤原岩市少佐らが参謀総長杉山大将mら f泰国駐

在武官回村大佐のもとにおいて，主としてマレ一

方面の工作特に印度独立連盟およびマレ一人・支
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部人らの反英団体との連絡ならびにその運動の支

援に閲し田村大佐を補佐す」ると L、う要旨の訓令

を受けた。この際，杉山大将は．藤原少佐の任務

は， 「基当り日英戦争が勃発するようになった場

合，日本軍の作戦を容易にし，かつ日本軍とマレ

イ住民との親善協力を促進する準備に当るのであ

るが，大東亜共栄閣の建設という見地に立って，

印度全両を注視し，将来の日印関係を考慮に入れ

て仕事ーするよう付言した位8¥

議IJ；〔少佐は， 1941年10月1r:lにハンユリザに到

着し，同10月10日頃「インド独立連盟J高：記長フ。

リタム・シンと田村大佐の宿舎でひそかに初会見

して，いよいよ対インド人工作を開始した（注9）。

藤原少佐は，この「インド独立連盟」工作のほか

に上述しつ華僑工作やハリマオ工作を指導していた

が， ll月中旬頃，シンガポール日キ；総領事館からの

連絡で「マレー青年連盟Jに関する情報を入手し

たr この情報から藤原少佐は．「マレー青年連盟j

が「シンガポールに根拠をもって，表面『ワノレタ

・マラヤ』という新聞を経営しつつ，マレー各地

に細胞組織をもち，反英活動を志している比較的

釘識者，無産マレイ青年の秘書j結社」であり， fそ

♂〕運動の主義は，英国のきはんから脱却すること

と，英国人に利用されている有位有産階級のマレ

イ人を排事実することにあるJ（佐川ことを理解し

た。前に触れた「ハリマオ」は感情的な反英感情

のほかに民族的な主義主張がなく，その勢力圏も

クワンタンチト｜（パハン州の間違いか一一筆者〉に限

られているため，マレ一人に対する民族工作に手

がJトりがなかった折柄，田村大佐も藤原少佐もこ

のiifi報を大いiこ喜び，非常な期待をもってこの団

体との協力を策した。

藤原少佐は， 11月下旬にシンカrボールからパン

コックに引き揚げてきた鶴見総領事から上記の情
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報について詳細な説明を長けた。藤原少佐は「マ

レー青年連盟」の使者と南泰に派遣されている藤

原少佐の部下がrラヤ国境で会見し協力の方法を

協定させたいと焦慮した〔注11)。藤原少佐は， 「マ

レー青年連盟jiこ期待する協力tこ／パ、て要旨在シ

ンガポーyレ総領事館に打電し，シンガポールから

陸路11月28日にバンコックへ引き揚げてくる予定

の同盟通信社の音声l手特派員が重要な連絡をもたら

すはずであったが国境封鎖のため足止めをくって

しまった（注目。飼手特派員は，さムに12月1日シ

ンガポール出帆予定の船を利用しようとしたが，

この船も出航を押えられてしまった。こうして‘

12月初めにな，）ても「マレー青年連盟jかムの密

使はまだようとして消息がなかった。

この間， 12月1日頃，マラヤσjケグ州、iの州rJ；ア
ロール・スターに20年も居住して雑貨商を営み，

スルタンに非常な信頼を博して側近iこ自由にIi＼入

りしていたとUウ権薬とv、う老人か大本営から藤

原少佐の下へ派遣されてきた。藤原少佐は，大本

営の指令どおり．権葉を南泰に派遣してケダ，111ス

ルタンとの連絡と，このスルタンを通じて他の州

のスルタンや全マレ一人に対する討本軍との親善

協力を宣伝することとし， 12月8日の開戦決定を

知らせる大本常からの飛寵が到着した12月4aに
南泰に向けて出発させた。この際、藤原少佐Lt,

スルタンを排撃しようとする「マレー青年連盟」

とは微妙な関係を生じるかもしわなし、と予想した

が， 「マレー青年連盟」の幹部を説得して，全マ

レ』人の大同団結と，華僑やイ〉；了人との協調．

共栄に導かわばならなし、と考えた十ii日〕G

しかし， 12月8日，開戦の日の早朝，イブラヒ

ムはじめ fマレー青年連盟jの活動家約150名は，

植民地政府の手で逮捕され，シンガポーノレの刑務

所に投獄されたむしかし噌イブヲヒムの片腕で逮

.¥'f'il戦争則｝， 、レ－J.（；小、主義運t

捕の手を脱れて潜伏したムスタファ・ブセイ乙

(Mustapha Hussein）や，いったん捕われたがイブ

ラヒムの策略で脱出に成功しマし一半島を北上し

た「マレー背年連盟J副会長でイブラヒムの義弟

川オナシ・ピン・ハジ・シラジ［Onanbin l la1i Sira/ 

は，開戦で南下して来た日本軍の藤原機関と12月

中にペラ州で接触した（注14）。 12月26日，オナンは

漆原機関に危どり着くまでの経緯を説明Lた。そ

れによると， 「マレー青年連盟」のイブラヒム会

長は， 11月下旬にrりコックから藤原少位が送っ

たメッセージを入手し日本軍との協力について金

γ ラヤの同志に指令を与えたc そしてパンコック

に使節を派遣して連絡すべく L、んいろ研究中， ris

くも開戦を迎えたので実行できなかった。開戦の

IJ, 『ワルタ・マラヤ』社で会議中，英官憲のた

めに一網打尽に逮捕されたために積極的な活動が

できなかっ，乞。しかし，〔ケ与乙タン外［i7）〕コタ・

パノレー土J白ilこは多数のメンノ〈一方斗、る／：通ム， さき

の指令に基づいて日本軍に協力しているはずであ

φ， と〕£べた。事実， 日本軍が♂レ一半宇品東北翫i

のケランタン州に遊撃したとき，たまたま州都コ

ヌ・パルーに居た「マレー青年連盟］山アブドウ

ハ・カティーyレ（ぺbdulKaclir）は，「マLー青年連

盟Jメンパーを探していた日本軍に連絡をつけ，

｜］本軍にマレ一人を敵性視しないよう要請した

出 15）。このケランタン方面の戦闘で戦死した藤原

機関の瀬川少尉の遺骨を届t十てケランマン， トレ

ンガヌの「マレー青年連盟」の2名のメンバーが

12月14Hにマロール・スターに到着したっ以後，

E草原機関は，マレ一半島を南下して，ペラナMタイ

ピンですでに日本軍宣伝部で働いていたムスタブ

f ・フセインと解垣したのである惟16¥

藤原機関は，日本軍の南進とともにイポー（ペラ

Jli〕に進出したが， 1942年1月3日に「マレー青年
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連日目！ V川 j・:. /,¥1］会長が‘ ケfピ〉、 fホ一地i/

か九三o数名の会社を：t,11｛；＇しごit';'ij浄託手法j~Baris:,>)

l'cmuda）を結b立し、！藤原機関本部；二到着した ',¥;! 

11, f ! ＞・ン←ハ、i土、 . ，，し－N年連盟！のif,
引に.) ' .て！篠J,t；（少佐に提，・蒸した。寸ナ＞ en提議の

第 liJ, シL 万ボー／しの監Jill:，こli又監さ ,j, （＇、心イ

プアじム会長以下Jll≫J芯の殺UJ；二問するW1:!J要訪

であ J Pたけ出議内第三 tよ、 JJ：：，｝..：・マレー親善治：伝

正、 rラャ；こJ;H己主マ ls一人J）｝（狭通到しこ討する

IIキ；軍の支援要求であ pた。挺議わ第；ii工‘

レ－ ~；：年連盟 i 会員の作戦協力に対する iわし i'1'1 で

あ ,tこい

寸 j・ ン副会長山第 iの提議に対し句様If,(少｛も土

11本J!／の協力をがjしたの Lかし桜狩；φf/i：｛土i,,J時；二

ずレ一点年連盟！会社みずから1》シンー！jボ－－ ,, 

に潜入して，好機に采℃て監獄か川以上l；全校H11寸

ノム上う劫行しにJ 児議の第コ IこXt:..C, r/事保少（t

Lt, ll本；・ fLー親湾内宣fi;Iこは異存；土／ふ司、t.・

中国人や華僑をがi繋するマし一氏b主主義運動ゃ．

ζ；I.,ノタンはじめ現在日）マ L一人指i尊屑を，包激iニ排

斥しようとする思想i九日本軍山東亜新秩序逮誌

のf理念ベヨヲマラ γにおける I~ 本軍政山根本7Ji:I ；二

背馳することを説明Lて異議を友明Lた 藤原少

佐は，さんに、寸十シ副会長iこ社し‘華僑や fシ

ド人に経済的実権をヰ二エrられている現状に対すゐ

マL一人の民族的感情にはト分同情できらが．こ

の現状に導，，、たHH：山一半は明人かにずレ一人（I)

(l~ ＇、政治文化的水rtリ：三怠楕な！致角1 ，；，，主主条ftj:c'J

｛十三f¥'.,:t（どに砧せられるハ、ごをであり、 1, 九九ん統j内

訂正つ政策がこれを日U;kしたー！ボ凶ではあるが，虚

心担懐にこの現実を観察するよう切望したれそし

〔相協力して二のγL一人の欠陥を是正すへき’

大青年文化運動 1傍点 筆任を展開する二とを

提案した。1/j語版少佐は．この線に沿う γL一人の運
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がJi二対しては， H本軍の保護と支媛とを件られる

よ与に極力あっせんすることを約し‘寸十ン副会

長はこの意見に同意した。寸十ン副会長，rir,企議c'i

第げにつL、ては‘藤！再〔少1主l土＇ ,ililf\li•ハできていた

Lイfγt-な要員をも yて，｜丘陵作戦行動に協力を期

待することは適当でなL、と考え，協議の結果‘ :IJ!.::

軍後方のマレ一人に ~L 守 11 本軍に~tる親美小説

}J ,; ）宣伝を実施することと，できれば英軍の監視

の之し：.'J也Iての軍用電話線の切断‘遺棄兵器の収

集／（どに協力することにな v、た。

1f葉原少佐i土、以上の協議しり結果；2::i第三日軍参謀長

鈴木少将と参謀副長馬奈木ノレ将に報告し亡その認

lす全求めた J F可少将Lt，マ L一人山青年丈化i軍JfiJJ

l’〉極行には同意を示したがJ排他的傾向に定人ぬ

上う注意を喚起L, マLー青年連盟 l (j）具体的

,;¥-11hj ＇！：見た上で、考慮するど約束したり藤原少佐は

このとJJ（／）店：向をす十ン品I］会長iこjifi勾IL‘寸ート〉

品1］会長もこれを了承して研究をi隼めることを中 L

合わせ

司王）点、少佐l土、 tHI＼ての米中J・少！H士 I.，，レ一白＇ij三連

盟」との連絡主任に命じ、 十十ン副会長は‘糾台

した会員'.25名にたJL、上記門市frせ円趣宵に某＇）

いて教育を開始したコ：1日間の速/J文教育のの f〕に，

！？、，，._-7・ '.2名の宣伝班が日、 6組編成された。

これ「，vγ亘（云釧i士、 主ずケアラ・ yレンワl、－！レやγ

ラ、ノカを中心、と寸る1111,t戒し＇） -,, ）..一人iこ対すゐ立伝

任務が I｝えられ、英軍福話線の切断が両I］任務とし

て付加されたJ これら（.'Ji壬伝F圧は海市：方面すたわ

九 fl 本軍近衛n~n、,jj C') J正而か什潜入させあこど iこな

,J、米村少叫がこの守伝班を戦線に，t秀導し亡、 II

.,j,:主荘と連絡のうえ前入を指導した＇ ic.1,,.0 

1942年 2月lfi日‘シンガポールのイギリス軍は

日本軍に降服した。 lfi日に十十 L副会長円 iマL

一白年連盟J同志によ：J救出されたイブラヒム会
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「マレー古

一会→よ ～ ,j ピー年連盟］が平時的活動を民間することは、

軍政除問の域に人っjこのでラ除！尽少佐i土、

し＇）ゐri:Z5互に上る軍政機聞が整備して，iマしー 1子年連盟icl）今後び）

本i名fドJi，やfyJにJル、日土改めご！窃泌することとし，

主しあたり『ロルゲ・ JラヤlJ) t+f Filと：マ Lー
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た平洋戦争勃発直前カ益 1・，←JうヤiミIJ本軍政出怖
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会見後，藤原少i主はたど九に第251吾参謀副長馬奈

「γ レー青年連盟」が今後政治結

助を提供したい旨申し出た J

木少将を訪ね、

とに

11本｛Ill］の
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日本ぴ〕·，•ラヤ単政 i ニ

閉する )J;-.ij,:).7針は、｜！日戦直前川1＼）」l"f-J Ji陸軍参

謀本部第 1部研究班山手で l南方作戦ト二 • .Liけ心i1

ιっと，i！ιしく三なと司「二？？、

当時，市i土上見住民の政治，

文化‘経済と内諸国体を否認する頑迷短見な方針

を採ろうとしてL、1こハマラヤの戦勝に併.＇たの，九

あるいはいらいろの団体i"if詫で抗 11 運動 ifrな •）

藤原少佐によれば，

二，））案iよ，としてfVriされたっ悩］也統治要綱案」!l蚕てきた中国人の非協力に対寸るti.作用なの，う‘

Eト11年Llq :l 11 iニ南土J軍総司令部が外製した l咋jそび）し、ずJl：ニ Lても大東亜諸民》て，1日（iyf主にと

lリ1l'rf]C:1Jに大本官・)j，立政夫一地建綱」およ，：＿1，、，共栄樹ω確立等勺火山、

このような無理解な軍

挟の解放司祈秩序の建設，

・＇.＇の理想を掲げなが： .） ' 此If守連絡会議が民択した「南}j占領地行政実他i.::.
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現地人に H本

のE支：策にtU，力させる主うに（士lnJけるのに ζ ，i.9 > 

しりlriJ教上山地位と同教に1;!;／パ現地の刊慣は尊重

民心主安定し、があることを品gめ、ド人やマレ一人ベコスマトラ人の；t鳴を求めてきた

とう ζ い二、ハ上 ~！ i;'ij.i＇.（りのである。藤JJi（少｛主は，

T二｛百に耐えがたく lt~ じたc 緑川：少佐i士、）忘・'f;,三木少

ミ
」

1・，；二句｜対戦iをEmif:,)] i二参謀本部で作られた

占領地軍政実施i二関，J一る基礎要領1も上J己（7)-;,: 

しなければならなL、という立が3を土ーにご J，、f二【、fγ1.. －－~年連盟 j の:iE

しい育成と保護とを強く要請したο その結果， F}

奈木少将は．ノル、（，二， ド Y 1..-- i'f年連1¥{Lが丈化

将にその所信を被離し，

この；lJj l坊を再確必したのであぷ〕参謀本部iエ，団体とし Ccし一斉年の文化持蒙運動に、うたるこ

ノィ ＇） ヒL と1笥i泊}f[fンドヒ

ヘアラヤi土日本，.！）永久的領土としてとどめることを

端的に述へている t注三1・，、開戦直前に田村大佐が.JJl.

f壬し藤原少佐がその衝iニヴた〆、亡いた iマラヤ工

ff；しに l川 1年12]1l I l；ニ]ff・).7給、軍l司令官寺内大l子
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の就職優先につし、て即座｛こ同意した。！漆原少佐は

さらに，軍宣伝班長‘を訪問 L，『，7 •I.. iJ • ・？ ニラヤ』

紙の発行と資材、泣合の無償提供主－~；歩して 1,,J:iJ:

.t t:., 

マラヤ』紙のt'i刊と I.，，レー青年連盟！

とを承認したの馬主i木少将；土‘
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の手に十事〉／こ。年内大将i土． 二円仕事をマラヤ土f

l剖の作戦をWf工する第三5＇，ギユ司令官 111下京文中将に

モのJ:{'f, 生命じ，藤原少佐は1¥i方総延司令部参謀

に， ti長係機関山メ〉パーはそれぞれ南方軍総司令

(fl\UJ －~14に転捕されたc 市 ｝jiit総司令官は，藤）)j\

少佐と彼の部下会第三S軍司令官のもとに派遣 L, 

マラヤの工作について山下中将に藤原機関をR祝

する権限を与えたじこωような指揮系統の下に古iJ

ireの中央の基本方針に i，~ 》て主義）Ji(少住は j吊動した

わけである。

それでは， r －－，，レー青年連盟jの指導部は，開

戦からシンガポール占領前後までの間iこfl本峯と

i羽｛系：をもつことについて，どのような汚えをt包＇・、

℃いたのであろうか。

r －（ レー青年連盟j副会長寸十ン・シ弓ジ人：〉ム

スヲソ γ ・7-i＇インがイポーで i肖年戦線iを；没

ウ：L，日本軍に作戦協力を申し出たことはすでに

触れたが，その動機とな yたのは次のγ7のl，（て、

あ寸た。（1）イギ 1）スが谷州のスノL守ンに強制して

ll本に立戦:f¥i1fe'sせれば，マ L一人がll本軍に敵

性被されることになるか心， I fレー青年連盟」

はこの危険かんスル々ンとすレ一民衆を；汝わねば

ならなレ。（2）イギリスの手でシンガポールの獄に

つながれてし、る fマレー青年連盟｜メシハーを救

わねばならなャ。（3）「インド独立連盟Jその他山

斗f,-, L一人のj舌樹jのパラ Lスをとるニとがノ全般的

治安のために必要である。

こうした動機から形成された｜占年戦線Jは，

fこだ%にペラ州のスルケ J を探Li討しと？苦殿へ連

.!t炭したのを始まりに， ）j 行；ニ逃け 11~1-·, :::-，，、7ニセ

ランゴール州、！とパパンHIvヲスルヲンをも探し出す

予を打った（？l,22)0 オナンはまた，日本軍側に次の

上うに要請Lた。（1）たとえ各J十iスルヲ Lが対日宣

戦布告を？？なう1結合でも，これはイこ干リス心強制
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に上るものであるから、 J レ一人を自制主十見しなし、

ことご (2）マレ一人婦女子二の貞操を守ること。そう

しなければ，マレ一人は頭に来て暴動を起こ寸。

13卜Jし一人の財産全犯さ／，（L、ことの 141 fl本軍にlill

えられたマ〆一人；土 マLー青年連盟」山 l青年

戦線」；二，Jlき岐L，その千で調査、 i呆1養E：行な 7

F し：iUJ・ こυ〉要請i土日本側によ

hたvlで司 「青年戦線J；土日本軍の進撃と行動を

共にして活動し，マレ一人の瞥官，官吏．兵：仁ヲ

イギ i）スの間諜を主計jめてャfこマレーヘご日本返か

ら「J レー青年連盟jI二引き渡された者も保護し

たc こうしご、多くのマレ一人が特に保身のため

｜マしー i年年連盟」に入会したが．その中にはγ

レー伝統的支配層じ属する者ーも少／；（くなかった。

しかし‘ベラ州ダイピンからジ＂；），ーノレ・パ vレー

まで ci）各地で， γ レー伝統的支配層i二属する人々

/p, ~＿；µ戦線］し＇Ji舌重！J を阻害しようと策謀した

川.：＇1'o 青年戦線は， 日本軍の戦勝に影響され亡か

立況が大L 、； l二ιが •） 、.) ＂、に日本軍の植民地主義

的本圃を忘れご、ムスタブ γ ・ブ七インらの「古

半戦線i" ンハーは‘ケアラ・ 7レンプールで日本

軍；ニ社しマ弓ヤ共和国」の樹立さ提案した＼I上25：、 ι

ιJゲポール陥落後．監獄から出て｜でしー 1＼、

年連盟lの指導権を再♂撮ったイブラヒムは‘

194ゴ年三 n1，日の夜に｜口］志全集めて司次のように
述べた。 1諸君噌現在の日本の勝利はわれわれの

勝利ではな、J 、われわれの闘争はこれからだし‘

日本側の態度がどんなものかまだ判•）ていなレ

札日本は植民地主義者以外の何者でもなL、のた c

マレ一人インテ iiゲンチャの数はすこぶる限

られているから，われわれは‘これらインチ 1）乞

すべて救け，われわれと協働させるようにする必

要があるc それが目下の基本方針である l 1.11"f「＇o

こうして， ［マレー青年連盟」は，次のような
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活動を行な JIた。（11＇：，ノンガポールで日本軍に捕え

られていたマレ一人の元志願兵ゃ「マレ一連隊j

の隊員を助け，釈放した。（2）日本軍の憲兵隊に追

われている数人のマレ一人の将校や警官をかくま

った。その中でノーノレ・モハメッド・ハシムほか

のマレ一人官吏は， 「♂レー青年連盟jの手で2

カ月間保護された。（3）口本ffiljの態度いかんをにら

みながら「マレー青年連盟」の運動を再組織し，

マレ一民族主義運動を強化したの ｛4）日本に抵抗す

るための地下工作を護活し，「マラヤ人民抗日軍」

略称MPAJAマレ一人部と連携した位27十。

しかし， イブラヒムは， 日本軍と共に南下して

「背年戦線Jが日本軍

「インド独立連盟J.1::連携したこと，

ぎたオナンらの同志から，

と協働し，

特に「ハリマオjの活動と「マレー青年連盟Jと

が結びつけられたこと等々，指導者としてのイブ

ラヒムが企然知らなかった事実を聞かされて，驚

き，かつ危倶の念をおぼえたc イブラヒムによる

」， 「マレー青年連盟jの指導部は， それまで

fハリマオ」こと谷監の名を聞いたこともなかっ

たL，「ノ、 1）ソオJが行ぶってきたようなスパイ活

動を助けたり， スパイ活動を行なうよう「マレー

青年連盟」会員にも他の誰にも指示したことはな

かった。ィーァ、ラヒム自身が行なつえ情報・調査活

動は， 「マレー青年連盟jの政策を決め， 日本に

対する党の態度を決定するため!t：般的な情勢を知

るために行なったのであり，その党の態度という

のは，日本に対しマし一人は敵対しなヤEL、う以

上には出なか pた（傍点一十一築者），という十円以〉れ

ジンガポール陥落の数日後，谷豊はジョホール

・パノレーの野戦病院でマラリアのため病死し，

「ノ、リマオ」 とともに活動していたマレー人は，

藤原機関から［マレー青年連盟！会員とみなされ

て， 「マレー青年連盟」指導部の手に移された。

太平洋戦争期のマレー民族主畿運動

そして藤原機闘がみずから脊彊をとって， 「マレ

一青年連盟jとの会合を催し，昭南島日本軍瓦伝

部関係者と「インド独立連盟」代表も招待したそ

の席tで，藤原少佐は「マレー青年連盟jの青年

を賞識する演説を行ない，この演説は盟日シンガ

ポールの新聞tこ報道された。イブラヒムの見ると

ころでは， これは日本側が意識的に打づた手であ

って， その隠された目的は，（1）藤原少佐が自分の

機聞の活動を宣伝するとともに，谷の活動のメ！）

ットを「マレー青年連盟」に転化し，それによっ

て藤原機闘が管掌している「インド独立連盟」と

のパランスをとる。（2）「マレー青年連盟」の名を

大きく出すことによって，以前に日本がタイなど

と結んでいたがJ束に基づくケイなどの要求を拒否

ないし値切る。（3）当時計間中の日本軍のジャワな

どインドネシア進攻作戦に， ちょうどインド進攻

作戦のためにインド人に対して行なったように，

Iマレー青年連盟」の［青年戦線」を持ち上げて，

この作戦の一端に使う惟29¥

「マレー青年連盟J指導部は，こうした日本側

の動きを注視していたが， 1912年2月末に藤原少

佐は， 「マレー青年連盟」の若干の指導者をシン

ガポールの日本軍当局に引き合わせた。この会見

の席上で，イブラヒムは， 「マレー青年連盟」の

会長として次のニつの要請以外に何の提案も出さ

なかった。その提案とは， I1 I「マレー青年連盟」

が平常の活動ができるようにすること，（2）イブラ

ヒムらがすでに再刊した『ワルタ・マラヤ』紙が

マレー人の「マレー青年連盟Jの所有するものと

決めるとと。この三つの要請に対しただちに受

け入れる用意があるという意向が表明されたが，

その後実現しなかった。 「マレー青年連盟」の指

導部；土司 日本の植民主義者的態度を思い知らさ

れ，時を移さず次のような手を打った。（1）インド
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ネシアの共産主義者で1930年代にマレー半島で活

動し， 「マレー青年連盟」とマラヤ共産党の聞を

仲介していたスータン・ジュナイ Jのような地下

工作指導者をクアラ.Jレンプールその他の地方に

派遣する。（2）「マレー青年連盟jの指導者を各池

に送り，迅速に組織づくりに当たらせる。（3）マレ

一人を分断しようとするいっさいの試みを克服す

るため，シンガポーfレで勢力を結集する（注姉、。

日本のシンガポー1レ攻略当時から，日本軍以外

でシンガポ』ーrレの治安の回復に重要な役割を演じ

たのは，「マレー青年連盟Jと「インド独立連盟」

の土つの組織だけで， i －；，レー青年連盟jはもっ

ぱらマレ一人とアラブ人の世話tこ当たった。この

関係から，シンガポールのマレ一人で「マレー青

年連盟jに加入する者が続出し，各地に支部が雨

後のたけのこのように結成され， リャオ群島にま

で及んだ。その結果，会員；ま1万人を下らない勢

いとなったが， 「マレー青年連盟Jのイデオロギ

ーが何であり，マレ一民族主義闘争の今後の方向

いかんという問題について理解のある者は二〈少

なかった（注目〕。

1942年3月半ばまでに葡議東イ＞ rごは日本軍の

手に落ち，したがって「マレー青年連盟」も日本

側にとって重要でなくな r，た。「マしー青年連盟j

の指導部は，そうは言われなかったがJマしー青

年連盟」は日本側に一時的な手段として使われた

のだということをすでにト分悟っこいた。そこで

イブラヒムは，早い機会をとらえて， 1942年 4月初

めから 5月末までマレ一半島両海岸を頗遊したり

この順遊の目的は，古くからの会員だけを浅L,

日本占領期に入ってから入会した多くの新会員を

切って，再び今度は抗日の地下工作に， I ""7 Vー

青年連盟」を演すことであった〔注32〕。 （つづく〉

Cr七1）事白、）イプ’ヒ J、と J）＼血f<, 1973年 2)'' 

ラ0

／ャカムタ。

〔注2) ft，］手春四!i;;との刷機， 1974年 8J)，東京。

f花3) イプラ［ ＼二の面.rt. 1973年 2 ; , ジャヌl
Fレタ。

（日 4) イプラヒムとの面楼， 1973年2}], シャカ

ノレタ。 1¥! f J': cのnri川、 197411 8 JJ, 東，；，。
（注5) Ibrahim hin Haji Yaacob，ふ•djaral,

dan Perdjuangan di Malaya, Jogja, 1951ヰ， p.86. 

（注6) r(t原岩iii 『F機関J 明書房 1966年 21-i

ー27ベーーン「

Ct上7) Ibrahim, op. cit., p. 87. 

（注8) 篠原 1W阿曽 36 <-l7そージ。

（注9〕 ［，］上書 42 50ベ

(i_主10) ｜向上書 71ベーン。

（注11) lt:J上，書 71ベージ。

（注12) [,,; K書出 J ージ。

fo;j'}lC:とのl函掠， 1974年8月， 主主活1、。

(/tl3）藤原 前掲脅 84-85ベー：／。

（注14) l hrahim, of>. cit., μ. 91. 藤ル 11iJ掲書

147ヘジ。

（注15) Ibrahim, op. cit., p. 92. 

U.t11日 I/,id., p. lJ:2 

(/U7) 藤原 1Hi l渇，H 169ヘージ。

（注18) 1,rJ上書 168-170ベ｝ジ。

〔注目j [,rj上書 2尚一267・ 、 / 0 

（注20) ｜河上選 267べージ。

（注21) Akashi, Yoji，“Japanese Milit山 y Ad-

rninistr川ionin Ma1"ya！’ Asian Studies, ¥" c》し VII,

No. 1 (April 1969), pp. 82-83. 

（注22) Ibrahim. of’cit., p. 9:'l 
藤原i':,i;；（ーとのih).'( 1974年 7' 1句東京い一 Ia 1ば，

i政終的に採し出したのは藤原機関だったという。

(il:23〕 Ibrahim,op. cit., p. 93. 

（注24) Ji,id., pp. 94 95. 

C /l:25) Ibid., p. 95. 

（注26) !bid., p. 95. 

（注27! !hid., ]'. 11:, 

（注28) Ibid., pp. 97--98. 

〔注29) Ibid., pp. 97 98. 

（注30〕 Ibid.,p. 99. 

（注31) Ibid., pp. 99-100. 

（注32) Ibid., p. 100. 

（調査研プじ臼1，主任調if.{ill氾員〉
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